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 本論文は日本の主要貯水池について砕屑物の堆積作用を研究したものであ匂,各貯水池集水区域
 の地質図,地形図,降水量の資料,貯水池の規模,流入水量,堆積物の量に関する諸資料,冷よび
 》貯水,堆積物の性質,堆積面形態の調査結果に基づき総合的な考察を行ない,堆積量と集水区域の
 地質,地形,降水との関係によって侵蝕,運搬作用の特徴を明らかにし,堆積物の諸性質と貯水池
 の規模との関係から堆積作爾の特徴を見出すことができた。
 工侵蝕,運搬作用の特徴
 1)本研究の対象にした52の貯水池(本文図1・表1)に関しては,堆積量(集水区域の単位面
 積当りの平均年堆積量)と,集水区域の岩右分布率,起伏量諭よび大雨時年降水量の中の単独要素
 との間には密接な関係はなぐ,あるいは倦とんど相関関係は認められない(本文図2,図3,図4)。
 2)集水区域の岩石分布によつて貯水池を3つの群(本文表5)に区分することができる。すな
 わち,
 A:かもに先新生代堆積岩(古生層,中生層)から成る集水区域を持つ貯水池
 B:かもに酸性の深成岩,半深成岩冷よびそれらの変成岩(花崗岩質岩石)からなる集水区域
 を持つ貯水池
 O:冷もに新生代堆積岩,噴出岩あるいは結晶片岩から成る集水区域を持つ貯水池,あるいは,
 堆積岩,深成岩,噴出岩がそれぞれ同程度に分布する集水区域を持つ貯水池
 である。
 3)前述の52貯水池から選び出した千頭,正油,久瀬貯水池の各々については,堆積量の年変化
 は集水区域の降水量の年変化とは関係がないが(本文図8),その大雨時降水量の年変死とは密接
 に関係することが認められる(本文図7)。このことによって,集水区域の岩石分布,起伏量が一
 定している場合には,その大雨時年降水量は堆積量を支配するものと考察される。
 4)β群貯水池に関しては,起伏量が等しい集水区域を持つ貯水池を相互に比較すれぱ,大雨時
 年降水量が大きい集水区域を持つ貯水池ほどその堆積量は大きく(本文図16),このことは上記の
 考察を裏付けるものである。また,大雨時年降水量が等しい集水区域を持つB群貯水池を相互に比
 較すれぱ,起伏量が大きい集水区域を持つ貯水池ほどその堆積量の大きいことが認められる(本文
 図15)。
 5)上記A,B,G群の各々については,起伏量と大雨時年降水量の積が大きい集水区域を持つ
 貯水池ほど,その堆積量は大きい(本文図17)。また,起伏量と大雨時年降水量の積が等しい集水
 区域を持つ貯水池を比較すれぱ,粗粒風化産物が多い集水区域を持つ貯水池(A群)ほどその堆積
 量は小さぐ,細粒風化産物が多い集水区域を持つ貯水池(e群)ほどその堆積量は大きい(本文図
 17)。このことは,冷もに花崗岩質岩石の集水区域を持つB群貯水池についても認められ(本文図
 17),起伏量と大雨時年降水量の積が等しい集水区域を持つ貯水池を比較すれば,粗粒風化産物が
 多い集水区域を持つ貯水池(B1群)砥どその堆積量は小さぐ,細粒風化産物が多い集水区域を持
 つ貯水池(B3群)ほどその堆積量は大きい。しかし,この場合に冷いてはB1群,B2群,B3
 群間の堆積量の差はいずれも小さい。
 6)堆積量と集水区域の諸要素との関係に基づけばゴA,B,0群の各々については,起伏量と
 大雨時年降水量の積が大きい集水区域に蔚けるほどその侵蝕量は大きぐなり,起伏量と大雨時年降
 水量の積が等しい集水区域を相互に比較すれぱ,A群貯水池の集水区域のように,粗粒風化産物が
 多い場合ほどその侵蝕量は小さぐ,G群貯水池の集水区域のように,粗粒風化産物が多い場合億ど
301
 その侵蝕量は大きいことが考察される。運搬作用の面からみると,河川の流速,流量は相互に関連
 するが,最終的には起伏量と降水量に関係するので,上記と同様のことが運搬量についても考察さ嚢
 れる0
 7)千頭,玉酒,久瀬貯水池の各々については,堆積量の年変1ヒは流入水量の年変イヒとは関係が
 なぐ(本文図14),流入する傘最大洪水量の年変化と密接に関係することが認められる(本文図i3)。
 したがって,集水区域の岩石分布,河川勾配に関係の深い起伏量が一定している場合,堆積物運搬
 量は年最大洪水量と密接に関係し,堆積物は冷もに洪水時に流入することが推察される。
 2堆積作用の特徴
 エ)上記52貯水池から選び出された千頭,正油,夏瀬,久瀬貯水池は前述の3つの群を代表する
 ものであるが,これらは貯水池の規模と流入水量とによってつぎの2っの型に区分される。
 1型(千頭・正油)
  最大深度地底勾配最大深度と洪水吐ゲートの高さとの比8流入水量と貯水容量との比約60π(深)レも7～レ㌘0(急)約13(大)O、09～0.3(小)
 五型(夏瀬・久瀬)
 約34π(浅)
 約1/190(緩)
 約4(小)
 0.7～24(大)
 千頭,王泊貯水池を工型,夏瀬,久瀬貯水池を亜型の貯水池と呼ぶことにする。
 2)三型貯水池では,水温躍層と変水層を伴う貯水の成暦状態が夏季に認められるが(本文図22,
 図23,図38,図39),∬型貯水池では,貯水の成層状態は夏季に冷いてもあまり明りょうではな
 い(本文図54,図55,図70,図7i)。この相違は,貯水池の水深,お・よび流入水量と貯水量の比
 にお・ける差(前表)によるものと考えられる0
 3)これら4貯水池の底には,一般に上流部に礫・砂などの粗粒堆積物が,中・下流部にシルト・
 粘土などの細粒ないし微粒のものが分布する(本文図題,図40,図56,図72)。これらの粒度分
 布は,貯水池の上流部から下流部に向って,中央粒径は小さぐなり,淘汰度は悪くなう,歪度は正
 値から負値に変る傾向を有する。これらの変イヒは,1型の貯水池では漸移的であるが(本文図27・
 図43),五型の貯水池では上流部あるいは上流部と中流部との境付近で急激に変イヒする(本文図59,
 図75)。この相違は,最大水深,それと洪水吐ゲートの高さとの比,平均日流入水量などの差(前
 表)に基づぐ貯水の動きの程度に起因し,五型の踪水池では二次的に起こる貯水の大きいかくはん
 によつて当初の漸移的変化が乱されたものと考えられる。
 4)細粒堆積物は1型の貯水池底では暗灰色を呈し,亜型の貯水池底では淡灰色化することが認
 められる。この原因としては,1型のような深い貯水地底では溶存酸素に乏しく,還元作用が進み,
 葺型のような浅い貯水池底では酸素の供給が豊富で酸イヒ作用が行なわれるためと推察される。
 5)三角州型堆積面は工型の貯水池の中,礫,砂の流入量が多いものには形成されるが(本文図
 3i),1型の貯水池であってもそれらの流入量が少なレ・ものには認められない(本文図47)。この
 ことは,礫・砂などの粗粒物質は大きい安息角を持つので,急勾配の堆積面を形成するが,シルト,
 粘土のような微粒物質は大きい安息角を持ち得ないので,急勾配の堆積面を形成することができな
 いことに起因する。また,∬型の貯水池に三角州型堆積面が認められないことは(本文図63,図79),
 たとえ礫・砂の流入が多ぐ,三角州が一時的に形成されたとしても,先に述べたところの二次的に
 起こる貯水の大きいかぐはんによって破壊され,その保存がたえず妨げられるためと考察される。
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 6)上記のように,1型の貯水池に認められる堆積物の諸性質の特徴(本文衰10)は,貯水の動
 きが小さいために堆積作用が安定した状態のもとで行なわれることによ鉱π型の貯水池に認めら
 熱るそれら(本文表10)は,貯水の動きが大きいために,たとえ一次的には堆積作用が正常に行な
 われても,常にこ次的に乱されることによるものと考察される。このような堆積作用の特徴によっ
 て貯水池を分類し,前者は安定堆積型,後者は不安定堆積型とする。また,安定堆積型の貯水池は
 三角州型堆積面生成の有無によって,三角州生成亜型と三角州不生成亜型とに細分される。
安定堆積型
 1.三角州生成亜型
例千頭貯水池
 2.三角州不生成亜型
例正油貯水池
不安定堆積型
 例夏瀬・久瀬貯水池
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 論文審査要き
 石外宏提出の論文は我扇の主要貯水池における砕屑物の堆積作用に関する研究であって4章にま
 とめられている。緒言冷よび第1章には研究の目的・方法をのべている。すなわち,60硫以上の集
 水地域.最大水深30窺以上,貯水容量100万罐以上の貯水池52について,その砕屑堆積物の量診よ
 び性質と集水地域の地質・地形・降水量との関係から集水地域の侵蝕・運搬作用を総合的に考察し,
 貯水池における堆積作用の特徴を代表的貯水池について明らかにし,これらを総合して貯水池の分
 類を行ったものである。
 第2章では上記52の貯水池に見らわる堆積量(集水地域のユ肪当り平均年堆積量)と集水地域の
 地質(岩石分布率),地形(起伏量),平均年降水量との関係を述べている。堆積量はあとの何れ
 とも単独には密接には関係しない。しかし,集水地域の地質的特徴で分類した3群の貯水池につい
 て同様のごとを調べた結果,平均年堆積量と起伏量・大雨時降水量のそれぞれとは密接に関係し,
 特に両者の積との簡に相関関係があることを明らかにしている。また起伏量・大雨時降水量の積が
 等しい集水地域をもつ貯水池の堆積量を比較し,風化産物の粒度の大小により差のある亡とを見出
 し,集水地域の岩石分布率(地質条件)に帰している。要するに堆積量は貯水池でかこる堆積作用
 に先立っ,集水地域の侵蝕・運搬作用,したがって大雨時降水量・起伏量の両者に強く支配される
 とし,千頭・正油・久瀬の代表的貯水池について年堆積量と年最大洪水量との年変化の間に認めら
 れる密接な関係からそれを証明している。
 第3章では,最大水深・池底勾配・貯水容量其他貯水池の規模夢よび地質条件の点から特徴のあ
 る代表的貯水池,千頭・正油・夏瀬・久瀬の4つにつき,上述のことを詳しく吟味した結果と堆積
 物の諸性質・堆積面形態とその二次的変化・貯水の性質診よびそれら相互間の関係を詳細に述べ,
 堆積作用の特徴は運搬砕屑物質の粒度によることは勿論であるが,大雨時流入水に影響される貯水
 の挙動,元来は貯水池の規模に帰せられることを明らかにした。
 第4章は上述の結果を総合したものであって,種々の要因が複合して導き出す堆積作用の特徴に
 もとづき貯水池を3つの型に分類し,結論の項で硯究結果の要点を総括している。
 また最近io年来,堆積地質学の分野で重視され,貯水池についてはU.8.AのM起AD湖に知ら
 れているTURBIDI1臼YGURRENTが我が国の2,3の貯水池にも観察されることに言及し,
 将来の硯究に重要な資料を提供している・
 これを要するに,今日まで箇々の貯水池についての研究は少くはないが,この研究に見るように
 多数の貯水池を対象として総合的考察を加えたものは殆んどなかったと言っても過書ではなく,そ
 の成果は高く評価さるべきものであり,堆積地質学の分野に貢献し,将来の発展に寄与するところ
 甚だ大である。
 参考論文5篇は何れも本務究の基礎をなすものであってともに重要なものである。
 よって審査員一同は,論文審査ならびに学力認定試験の結果とから総合判断し,石外宏提出の論
 文は理学博士の論文として合格と認めた。
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